
Ⅰ．はじめに

　近年，西日本で竹林の拡大による造林木の枯死，生物多様性の

低下が指摘されている（鳥居，１９９７）。熊本県でも竹林の人工林

への侵入がみられるようになり，林地保全上の影響が懸念される

ようになった。そこで，熊本県では２００４年から侵入竹林の実態調

査を行っている。

　竹林の林分構造や土壌について，渡辺（１９８５），西田（１９８７），

佐竹（１９９９）が報告しているが，未解明な部分が多い。さらに，

侵入した竹が人工林の林分構造や土壌にどのような影響を与える

かも不明である。そこで，本研究は竹林とヒノキ人工林が隣接す

る林分に調査地を設定し，侵入竹林がヒノキ人工林の林分構造と

土壌に与える影響について調査，検討した。

Ⅱ．調査地と方法

　調査対象は竹林とヒノキ人工林が隣接し，竹がヒノキ人工林に

侵入している林分を選んだ。調査林分は熊本県鹿本郡鹿央町の県

有林国見山団地のモウソウチク林（以下竹林）とヒノキ人工林で

ある。標高は約３００m，傾斜３４°の北東～南向きの，ほぼ平衡斜

面である。ヒノキ人工林は１９８０年に植栽され，現在２４年生である。

調査は２００４年の８～９月にかけて行った。竹純林，侵入竹林，ヒ

ノキ純林部分に，それぞれプロット（１０×１０m）を設定し，P－

１～３とした。

　林分調査は竹の胸高直径（高さ１．３m）を全稈測定したが，竹

稈高はP－１から１０本のみ伐倒し，測定を行った。ヒノキは樹高

と胸高直径を全木測定した。

　根系調査は根切りチェーンソーで斜面長５m，幅３０cm，深さ

５０cmの溝を作成する方法（トレンチ法）を用い，地下茎の位置，

直径（１ cm以上，縦横２方向）の測定を行った。

　土壌調査は各プロット毎に５０×５０cm枠を５ヶ所ずつ設置した。

A0層は厚さ（４辺）を測定し，採取した。さらに，ADR法を用

いて表層土壌の含水率を測定し，深さ０～５ cmの土壌を採取し

た。ただし，採取日は台風１８号（９月７日）の直後であった。実

験室ではA0層を６０℃で７日間乾燥後，竹葉，竹枝，ヒノキ針葉，

ヒノキ枝，その他に分画し，１０５℃の絶乾重を測定した。表層土

壌は細土風乾後，pH（H2O），ECを測定した。

Ⅲ．結果と考察

１．林分構造

　竹の立竹密度はP－１が１３，２００本／ha，P－２が５，１００本／ha，ヒ

ノキの立木密度は P－２が９３０本／ ha，P－３が８８０本／ ha であっ

た。ただし P－２のヒノキの約９０％は枯死していた（表－１）。

　竹の胸高直径は P－１が正規分布，P－２が右よりの分布を示

し，平均胸高直径は P－１が１０．７cm，P－２が１１．７cmで，侵入

竹林のほうがやや大きい傾向がみられた（図－１）。また，P－１

の伐倒竹１０個体の胸高直径と竹稈高の間に高い正の相関がみられ

（図－２），次式を得た。

　　у＝１．２２x＋１．３９（p＜０．０１，r2＝０．７５）

　この式に胸高直径を代入して，他の個体の竹稈高を算出した。

最大竹稈高は P－１が２０．２m，P－２が１９．４m，平均竹稈高は P

－１が１４．４m，P－２が１５．６mとなった。P－２と P－３のヒノ

キの平均樹高（最大樹高）は，それぞれ９．９m（１２．４m），１３．１m

（１４．８m）となり，平均樹高，最大樹高とも竹を下回っていた

（表－１）。今回のようにヒノキが若齢の場合，短期間で竹稈高が
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ヒノキの樹高を上回ってしまうため，ヒノキは竹の被圧によって

枯死すると考えられる。今後，若齢人工林を保護する場合には，

被圧防止のために侵入した竹を定期的に取り除く必要があるだろ

う。

２．竹の地下茎

　地下茎は P－１が２７個，P－２が１２個と立竹密度が高いほど多

くなる傾向がみられた。P－２には最近侵入した地下茎しかない

ため，その数が少ないと考えられる。また，地下茎の深さはP－

１で０～５０cm，P－２で０～３０cmに分布しており，その中でも

０～３０cmに P－１で９０％，P－２で１００％と浅い位置に集中分布

していた（図－３）。これは，モウソウチクの地下茎は深さ４０cm

までが最も多いという苅住（１９７９）の報告と同様であった。

　また，図－４に示したように，P－１，P－２とも竹の地下茎の

直径は深さによらず，２０～４０mmの範囲となったが，苅住

（１９７９）の直径が１０～１５mmという結果と比べると，約２倍と大

きい値を示した。

３．土壌への影響

　表層土壌の含水率はP－３＞P－２＞P－１となり，立竹密度

が高いほど低くなる傾向がみられた（図－５）。

　A0層の厚さはP－１＞P－２＞P－３となり，立竹密度が高い

ほど大きい傾向がみられた（図－６）。P－１と P－２では，竹

葉がほとんどで，密に重なり，積層構造を形成していた。各物質

の乾燥重量を比較した結果，P－１と P－２では竹葉が最も多く，

次いで，竹枝が多かったのに対し，P－３ではヒノキ針葉が最も

多かった（表－２）。ただし，P－１と P－２の竹葉に比べると

P－３のヒノキ針葉の重量は１／３～１／２程度だった。

　以上のことから，竹林の含水率が低い原因の一つは，上記で述

べたように，A0層が密に重なっているため，雨水が表層土壌に浸

透しにくくなるためと推察された。また，竹の蒸散が大きいため，

表層土壌が乾燥しやすいとも考えられるので，今後，検討が必要

である。

　表層土壌の pH（H2O）は，P－１が５．１，P－２が５．２，P－３

が４．８で，P－１と P－２が P－３に比べ，高かったが，P－１

と P－２の間では明確な傾向がみられなかった（図－７）。この

ように，表層土壌の pH（H2O）は竹純林，侵入竹林がヒノキ純林

より高い傾向を示した。竹林による樹幹流と林内雨の pHは林外

雨に比べて高いことが認められている（酒井，１９９７）ことから，

樹幹流や林内雨が表層土壌の pHの上昇に影響を与えているとも

考えられる。

　ECは各プロットの間に明確な差がみられなかった。

Ⅳ．今後の課題

　竹の侵入に伴う，人工林の林分構造や土壌の含水率，pHの変化

をモニタリングしていく必要がある。さらに，樹幹流と林内雨が，

表層土壌の pHに与える影響についても解明する必要がある。
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表－１．各プロットの林分概況

ヒノキ竹成立密度（本／ha）傾斜角
（°）

斜面方位プロット
平均胸高直径（cm）平均樹高（m）平均胸高直径（cm）平均竹稈高（m）ヒノキ竹

－－１０．７（１５．５）１４．４（２０．２）　０１３，２００３４S２０°WP－１

１７．６９．９（１２．４）１１．７（１４．８）１５．６（１９．４）９３０　５，１００３４N８５°EP－２

２３．６１３．１（１４．８）－－８８０　　　０３４N６０°EP－３

P－２のヒノキのうち９０％は枯死木。（　）：最大値を示す。

図－１．竹の胸高直径の分布

図－２．伐倒竹の胸高直径と竹稈高の関係
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図－６．A0層の厚さ
（サンプル数：５）
記号は図－５参照。

図－５．表層土壌の含水率
（測定ポイント数：５）

図－３．竹の地下茎の深さの分布

図－４．竹の地下茎の深さと直径の関係

（サンプル数：５）表－２．A0層における各物質の乾重量（g）

計その他ヒノキ枝ヒノキ針葉竹枝竹葉プロット

１９１．３４４．３１７．３０．２２４．２１０５．４P－１

１９８．０５５．３４１．８１２．０８．７８０．３P－２

９７．９２９．２２３．１３２．８２．５１０．２P－３



技師，田中技師に多大なる協力を頂いた。ここに，心より御礼を

申し上げる。
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図－７．表層土壌の pH（H2O）
（サンプル数：５）
記号は図－５を参照。


